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令 和 ８ 年 度  総 会 議 題 

 

 

   １．会長挨拶 

 

   ２．表彰 

 

   ３．日本連盟評議員会・東日本連盟総会報告 

 

   ４．北信越連盟会議報告 

 

   ５．協議事項 

 

     (1) 令和 7年度事業報告 

 

     (2) 令和 7年度決算報告 

 

     (3) 令和 8年度富山県ソフトテニス連盟役員について 

 

     (4) 令和 8年度事業計画(案) 

 

     (5) 令和 8年度収支予算(案) 

 

     (6) その他 
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２．表  彰  （敬称略） 

2.1 令和 7年度(公財)日本ソフトテニス連盟表彰 

    ○支部功労者   村中玲子（富山県ソフトテニス連盟 副理事長） 

             畠山智春（富山県ソフトテニス連盟 常任理事） 

    〇優良団体    滑川市ソフトテニス協会 

 

2.2 令和７年度（公財）富山県スポーツ協会表彰 

     〇感謝状    大石真理（富山県ソフトテニス連盟 理事） 

             大塚研吾（富山県ソフトテニス連盟 理事） 

             舟瀬宏文（富山県ソフトテニス連盟 監事） 

 

2.3 令和７年度富山県ソフトテニス連盟表彰 

(1) 優良団体 

 

2.4 富山県ランキング表彰 

種別 第 １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位 

小学男子 

原   慧汰 

(ふれあいｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

田中 俊輝 

(ふれあいｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

上田 雄大 

(滑川ｼﾞｭﾆｱｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

村中 七星 

(入善 EAST ｸﾗﾌﾞｽﾎﾟｰﾂ少年団) 

油瀬 陽真 

(ｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ黒部ｼﾞｭﾆｱ) 

油瀬 優真 

((ｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ黒部ｼﾞｭﾆｱ)) 

上坂 虎太郎 

(氷見ｼﾞｭﾆｱｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

山本 瑛仁 

(滑川ｼﾞｭﾆｱｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

小学女子 

小堀 紗蘭 

(氷見ｼﾞｭﾆｱｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

寺島 芽生 

(砺波ｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

品川 心奈 

(庄川ソフトテニス少年団) 

吉森 陽 

(庄川ソフトテニス少年団) 

山作 彩寧 

(砺波ｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

八田 彩寧 

(砺波ｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ) 

加藤 凜音 

(ふれあいソフトテニスクラブ) 

山田 愛音 

(ふれあいソフトテニスクラブ) 

中学男子 

飯久保 淳耶 

(氷見市立北部中学校) 

原田 翔叶 

(氷見市立北部中学校) 

石 晃翔 

(氷見市立北部中学校) 

今中 碧威 

(氷見市立北部中学校) 

新保 瑛介 

(高岡市立南星中学校) 

松浦 結優 

(高岡市立南星中学校) 

飯田 創太 

(庄川ＳＴＡ) 

高松 紘太 

(庄川ＳＴＡ) 

中学女子 

寺島 瑞希 

(D-club) 

小西 唯愛 

(D-club) 

樋口 紗奈 

(南砺市立城端中学校) 

細川 一花 

(南砺市立城端中学校) 

林 心美 

(南砺市立城端中学校) 

岡田 杏愛 

(南砺市立城端中学校) 

松岡 沙奈 

(D-club) 

飴井 咲有 

(D-club) 

高校男子 

中谷 来稀 

(富山県立高岡商業高等学校) 

島 健斗 

(富山県立高岡商業高等学校) 

前川 悠成 

(富山県立高岡商業高等学校) 

角崎 豪哉 

(富山県立高岡商業高等学校) 

山崎 陽叶 

(富山県立桜井高等学校) 

大江 陽太 

(富山県立桜井高等学校) 

白井 柚紀 

（富山県立高岡商業高等学校） 

木村 悠太郎 

（富山県立高岡商業高等学校） 

高校女子 

高倉 都羽 

(富山県立高岡商業高等学校) 

横山 柑奈 

(富山県立高岡商業高等学校) 

田中 咲空 

(富山県立高岡商業高等学校) 

田子 倖帆 

(富山県立高岡商業高等学校) 

山本 優佳 

(富山県立砺波高等学校) 

矢嶋 穂乃香 

(富山県立砺波高等学校) 

菊川 菜織子 

(富山県立砺波高等学校) 

島 若菜 

(富山県立砺波高等学校) 

 

 

団 体 名 表  彰  事  由 

ウェーブ富山 表彰規定第３条第２項(3) R7 全日本クラブ選手権 女子の部 3位 
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３．日本連盟評議員会・東日本連盟総会報告 

3.1 本部評議会報告 

 令和 7年度評議員会が、全国 47 都道府県代表等の評議員（富山県：山口崇和 評議員）と本部役員等

が出席し、下記の通り、開催されました。 

 

☆ 臨時評議員会：令和 7年 6月 5日（木）18 時～ 

    開催方法：オンライン会議 

・議題  (1) MISSION・VISION・VALUE 策定について 

       (2) 中期財務方針について 

 

☆ 定例評議員会：令和 7年 6月 22 日（日）13 時～ 

  会場 TKP 東京駅大手町カンファレンスセンター（KDDI 大手町ビル 22 階） 

 議題 (1) 令和 6年度事業報告（案）について 

    (2) 令和 6年度決算報告（案）について 

       

☆ 臨時評議員会：令和 8年 2月 15 日（日）13 時～ 

    開催方法：オンライン会議 

・議題  (1) 第 1号議案 評議員の変更について 

       (2) 第 2号議案 令和 7年度第二次補正予算書（案）について 

(3) 第 3 号議案 令和 8年度事業計画書（案）について 

(4) 第 4 号議案 令和 8年度収支予算書（案）について 

          ※詳細は日本連盟 HPを参照下さい。 

 

※以下に抜粋を記載 

第 3号議案 令和 8年度事業計画書（案）について 【別冊資料】 

令和8年度事業計画（案） 

Mission・Vision・Value（MVV）に基づき、ソフトテニスの普及振興により、国民の心身の健全な発達に 寄

与することを目的として、「普及振興事業」「競技力向上事業」「国際振興事業」の 3 つの柱に加え、 中

期財務計画に沿って「組織・財政基盤の強化」を推進し、定款に定められた事業を推進する。 壁を越えたコ

ミュニケーションを実現し、人権および自然環境等に配慮した持続可能なソフトテニス を社会にアピールす

る。 

Ⅰ．ソフトテニスの普及振興事業 

 １．ソフトテニスの普及活動 

 （1） MVV に基づき、ソフトテニスの普及活動計画を策定し、ソフトテニスを社会にアピールすると共 に 

新たな会員の増加を目指す。特に未就学児および小・中学生への普及活動を学校加盟団 体と協力して 

実施する。 

 （2） 登録人口問題対策委員会、生涯スポーツ委員会の業務を統合し、特別委員会として普及計 画委員会 

を設置し、指導者育成、競技、強化、審判、国際、広報等の委員会と連携して、国内 外で普及活動を 

実施する。国内においては、以下の事業を実施する。 

 ①地域クラブ設置推進事業 スポーツ少年団及び小学生クラブチームを対象とした中学生競技者の定 

期的な活動に関す る支援（ジュニア・ユーススポーツの活性化を目的とした定期的な活動であるこ 

と） 

 ②指導者確保・資質向上事業 指導者の資質向上に関する施策への支援（JSPO 公認指導者資格・２級 

審判員資格の新規 取得） 

 ③競技志向大会事業 10 月中旬に第1回中学生クラブ選手権大会を開催する。 

 ④レクリエーション志向大会事業 中学生（U15）による都道府県規模の「チーム」を対象としたグレ 

ード別大会の開催に向けた 支援（現存する学校部活動やクラブチームを問わず、誰とでも「チーム」 

を編成して参加でき ることができる大会であること。） 

 ⑤休日活動支援事業 中学生（U15）を対象にした定期的な休日の活動に対する支援（年間 12 回程度。 
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学校や年 代を越えた練習会や交流会等であること。） 

 （3） 大会運営のなかで、普及振興に関する事業を可能な限り実施する。 

 （4） 地域クラブ、ジュニアクラブ等へ育成および運営支援のための会員登録料還元率の見直しを 行う。

（5） 各加盟団体事業を推進するための補助金制度について検証と検討を行う。 

 ・小学生大会への補助（47都道府県×＠30,000円） 

 ・中学生大会への補助（47都道府県×＠30,000円） 

 ・ソフトテニス愛好者増加対策事業への補助（47都道府県×@100,000円） 

 ・地域におけるソフトテニス振興と競技力向上に向けた支援のため、ナショナルチーム選手 を派遣 

する。 

 （6） 関係委員会・加盟団体担当者による具体的な取組の検討 各加盟団体等で抱えている課題等を情報共 

有し解決策を検討するため、全国担当者会議 を実施する。 

 （7）上記に関連した広報活動を行う。 

 

２．大会の開催および運営 

 （１）国内競技会を大会実施要項に基づき実施する。 

 （２）全日本選手権大会の開催地の固定化実施に向け継続調整する。 

 （３）７月、８月期開催の大会を移動・合併するよう検討する。（近年の猛暑により開催するには危険  

が生じる為） 

 （４）大会運営体制について費用対効果を考察するとともに、大会の規模や開催方法について継 続検 

討する。 

 （５）日本最高峰のリーグとして ST リーグを位置づけ、トップリーグとしての制度および大会運営方 法 

について検討する。 

 （６）全日本選手権大会、ミックスダブルス選手権大会、およびスポーツマスターズ大会の開催方 法につ 

いて検討する。 

 （７）国民スポーツ大会における監督が所有する審判資格について検討する。 

 （８）アントラージュ（選手をサポートする関係者）教育の推進と普及を行う。 

 （９）全日本小学生選手権大会の個人戦におけるベンチコーチについて検討する。 

 

３．地域大会の支援 

 地域等における競技会開催の支援として補助金を交付する。 

 

 ４．広報活動の推進 

 （１）メディアリレーションの強化 

 2026 年愛知・名古屋アジア競技大会に向け、メディアの記者や編集者と良好な関係を 構築し、さま 

ざまな情報開示活動を通じてその関係性を拡充・維持し、さらには良好 な露出獲得を狙う。 

 (２)ホームページのリニューアルの実施 

2026年5月を目標に対外的な情報発信を中心としたホームページを公開する。 

 

 ５．マーケティング活動におけるスポンサー収入の拡大 

 （１）メニュー開発 ロゴ露出に留まらず、様々な事業を活用し、企業のニーズに応えられるメニュー開発 を 

行う。 

 （２）セールスチームの立ち上げの検討 事務局員の採用・育成や外部人材による補強により、新規営業・ 

既存営業の収益最大 化を目的としたセールスチームの立ち上げを検討する。 

 

 ６．各種資格等の制度推進と認定 

 （１）技術等級・審判員制度および指導等級制度に基づいた資格認定を行う。 

 （２）大会参加の資格要件として技術等級資格が定められていない大会においても、資格取得が 望ましい 

とする要項への記載を推進し、技術等級の有資格者の増加を図る。 

 （３）(公財)日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度有資格者の増加を図る。 
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７．各種表彰、顕彰事業の実施 

 各種表彰を表彰基準により行う。必要に応じて表彰制度及び規程の見直しを行う。 

 

 ８．用具・用品・施設の公認 

愛好者・競技者が安全で快適にプレーができるよう、適切な用具・用品・施設の使用を推進する。 

 

 ９．傷害補償制度の推進 

会員登録者に対する傷害補償制度について検証を行い、制度の見直しと円滑な適用を推 進する。 

 

 １０．医科学研究事業の推進 

 ソフトテニスにおける全世代的で多様性の高い健康増進・安全管理・競技力向上を目指して、 医科 

学分野の学術的な教育・研究活動を行う。 

 

 １１．アンチ・ドーピング活動の推進 

 クリーンでフェアなソフトテニス競技のため競技者だけでなく、指導者やスタッフなど、競技に 関 

わる者に対してアンチ・ドーピング活動を行う。 

 

 １２．テニスパーク棚倉の利用に関する検討 

 強化合宿のほか、普及振興の観点から様々なイベントの実施等を行うこととし、テニスパーク 棚倉の 

利用のあり方を検討する。 

 

 １３．全国会議・研修会の開催 

 コンプライアンス研修や加盟団体との意見交換が必要な重要課題に対応するため、加盟団 体の代表者 

による会議・研修会を行う。 

 

Ⅱ．ソフトテニスの競技力向上事業 

 国際競技大会で№１となるために強化事業を推進する。あわせて、将来の日本を代表する選手 の発掘育 

成のための競技者育成プログラムの推進、選手育成に不可欠な指導者育成に関する事業を実施する。 

 

１．競技力向上事業の推進 

 （１）競技者育成プログラムの推進 

 ・競技者育成プログラム（Step-3・Step-4）の実施内容について見直しを行う。 

 ・Step-4 とジュニアジャパンカップ大会の開催方法および規模等について継続検討する。 

 （２）強化合宿の実施 

 （３）強化合宿のほか、小・中・高校生に対する強化・普及活動も取り入れたテニスパーク棚倉のあり方 

を検討する。 

 （４）国際大会等、海外への選手等の派遣 

 （５）強化スタッフの大会視察派遣 

 （６）アンチ・ドーピング教育の推進 

（７）情報収集および分析結果の活用 

 （８）医科学研究の活用 

 （９）ナショナルチーム、全日本アンダーチームにコンプライアンス教育を行いトップアスリートとし て 

の人間力向上をサポートする 

 

２．ソフトテニスの指導者育成 

公認指導者の増加を図るとともに、資質と指導力の向上や地域での活動促進等を通じて競技の 普及に 

取り組むため、次の事業を行う。 

（１）スタートコーチ（教員免許状所持者含む）及びコーチ１養成事業を促進するとともに、（公財） 日 

本スポーツ協会が開設した指導者マッチングサイトの周知を図り、運動部活動の地域移行 に伴う指 

導者不足等に対応する。 
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 （２）公認スポーツ指導者養成講習会マニュアル（コーチ２及びコーチ３）の改訂版の作成について検討 

する。 

 （３）指導者向けのコンプライアンス研修の開催について検討する。 

 （４）コーチ２及びコーチ３の有資格者増加対策として、国民スポーツ大会の監督資格を現行のコーチ１ 

から引き上げることについて検討する。 

 

３．全国的な指導者研修会の実施 

令和7年度に引き続き、市町村レベルで未就学児、および小・中学生に対する普及振興策を 検討する 

ための研修会を開催する。 

 

Ⅲ．ソフトテニスの国際振興事業 

 （１）愛知名古屋 2026 アジア競技大会における国際交流をもとに、ドーハ 2030 大会、リヤド 2034 大 

会を通してソフトテニスの国際的な地位向上のため、国際ソフトテニス連盟(ISTF)、アジアソフト 

テニス連盟（ASTF）に積極的に参画し、世界で愛されるソフトテニスを目指す。 

 （２）ISTF、ASTF、各国ソフトテニス連盟(NF)と連携し、国際大会の定期的な開催を推進し、種目のルー 

ル化、ランキング制度の導入等を検討するとともに、国際大会への積極的な選手派遣を 行っていく。 

（３）国際普及のために動画の作成、発信を行うとともに、用具、用品の各国への支援及び購入ル ート

確立について検討する。 

（４）将来的なオリンピック参入の啓発活動と調査に努める。 

 

〔各事業を推進するための組織と財政の強化、共通施策〕 

 各事業を推進するためには、組織内での壁を越えたコミュニケーションの充実を図り、組織と財政 基盤 

の強化、組織の健全運営が必要となる。共通施策として、次の事業を実施する。 

 

 １．体制の強化 

 （１）ガバナンスコードに基づいた組織運営を確保するため関係委員会における課題解決の推進と、役員等 

の体制の整備を行う。 

 （２）加盟団体の組織運営においてガバナンスおよびコンプライアンスの強化を図る。 

 （３）運営本部を中心とした効率的な組織運営を継続し、組織内での壁を越えたコミュニケーションを図り、 

委員会・部会組織の業務および連携関係の見直しをする。 

（４）事務局体制の強化に向け、人材育成基本方針に基づき、現状把握と課題整理を行う。具体的には、次 

のような項目について、社会保険労務士等とも相談の上、職員に対し十分な説明と理解を得た上で試 

行的に実施し、評価制度に基づいた賃金体系への令和 9 年度からの移 行の実施可能性について検証 

を行う。 

 ・職員の能力を客観的に把握し、人材の抜擢や最適配置に繋げるための「人材マップ」を作成 

 ・この人材マップに基づく研修計画の策定と可能なものからの実施 

 ・年次目標管理シートによる業務評価の実施 これらの現状把握と課題整理も踏まえ、役職員、評議員等 

のほか、必要に応じて外部有識者の協力も得て、人材の採用及び育成に関する計画策定の準備を進める。  

 

２．青少年の健全育成および環境への取組 

 (１)スポーツパーソンとしての倫理教育、青少年の健全育成の推進スポーツ活動を通して自己責任及びフ 

ェアプレイの精神を身につけると共に、仲間との交 流を通じて、コミュニケーション能力の向上や他 

人に対する思いやりなど豊かな人間性の育成 に取り組む。 

（２）環境への取組 

 大会時に環境宣言・フェアプレイ宣言の横断幕の掲示および推進を行う。 

 （３）指導者研修会や審判検定会および研修会においてマナーブック抜粋版を活用し、観客および応援者 

にソフトテニスを楽しむための応援マナーを周知する。 

 

３．暴力やハラスメント等の不適切行為の根絶 

（１）「倫理規程」、「内部通報規程」、「懲戒手続規程」等について加盟団体や関係者への周知を図るととも 
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に、役員や関係者等に対するコンプライアンス研修を通じて、ソフトテニス界から暴力やハラスメン 

ト等の不適切行為が根絶されるよう努める。 

（２）内部通報窓口の通報先をＨＰに掲載し、相談窓口については設置を検討していく。 

 

４．会員登録制度の推進 

 運営基盤の確立と競技人口把握のため、会員登録制度の検証と見直しを行う。令和7年度に移行した新シ 

ステムでの登録をさらに進めるため、利用者に情報を提供する。 

 

 ５．財務計画の策定と財源確保 

 事務局の売却利益を移転先のJAPAN SPORT AND OLYMPIC SQUARE(JSOS)の賃貸料に充てつつ、複数年での 

収支予測による財務計画を策定し、マーケティング・プランニング委員会 等との連携を行い、財源確保 

を図る。 

 

 ６．MVVをもとに令和8年度の事業計画を踏まえて、中期基本計画（2027年度～2031年度）を構想 し、長期 

基本計画（未来構想）（2022年度～2041年度）につなげる。 

 

報告事項 

（１）評議員の多様性について 

（２）普及計画委員会の設置について 

（３）後援名義使用申請に関するガイドラインについて 

（４）令和 7年度表彰およびランキングについて 

（５）公認事業者の社名変更について 

変更前： MCC スポーツ株式会社 （製品名：ダイヤモンドターフ） 

変更後： アストロスポーツ株式会社 （製品名：ダイヤモンドターフ） 

（６）新規公認事業者について 

事業者名 ： アディダスジャパン株式会社 

ブランド名： アディダス 

公認対象 ： ユニフォーム、シューズ 

公認期日 ： 令和 8年 4月 1日 

（７）ラケット公認マークの貼付廃止について 

（８）審判委員会より連絡・報告事項 

資料抜粋 ２．国民スポーツ大会における監督の保有審判員資格について＜連絡＞ 

現在の国民スポーツ大会実施要項に規定されている監督の参加資格に「１級審判員 

の資格を有していること」を追加する方向で検討している。 

（９）アジア競技大会に関する連絡事項 

（10）技術等級認定料の改定について 

（11）全日本選手権大会参加人数の削減について 

    富山県の出場枠は、「１」になる見込み。（※県内予選男女各１ペア） 

（12）大会要項の変更について 

   ・JOC ジュニアオリンピックカップ／第 33 回全日本ジュニアソフトテニス選手権大会（案） 

   ・第 43 回 全日本小学生ソフトテニス選手権大会（案） 

（13）競技者育成プログラム Step-3 中止時の推薦選手選出について 

（14）公認スポーツ指導者資格（ソフトテニス）の「再登録」又は「復活登録」について 

（15）「公認スポーツ指導者資格（ソフトテニス）コーチ１養成講習会」の受講資格の変更について 

（16）第 3回登録システムフォローアップミーティングについて 

（17）理事の辞任について 

（18）令和 8年度定時評議員会開催予定について 

開催予定：令和 8年 6 月 21 日（日） 
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３.２ 東日本連盟総会報告 

 

令和 7年度総会が、令和 8年 2月 15 日（日）10 時 00 分からリモート会議にて東日本連盟加盟都 

道府県代表者 理事：山口崇和 （富山県理事長）、と東日本連盟役員 評議員：福井康弘 （富山 

県副理事長）が出席し開催された。 

 

以下に、要旨の抜粋を記す。 

議題 令和 8年度東日本選手権について 

○開催日時：2026 年 7 月 18 日（土）～7月 19 日（日） 

○開催場所：山形市総合スポーツセンターテニスコート 

一般男子 

山形県総合運動公園テニスコート 

 一般女子・シニア男子 シニア女子６５・７０ シニア男女７５・８０ 

      酒田市営光ケ丘テニスコート 

       男子・女子３５・４５ シニア男子・女子５０ 

酒田市国体記念テニスコート 

シニア男子・女子 ５５・６０ 

○高校生は 4ペア以内。ただし、開催地ブロックは、8 ペア以内 

中学生は 2ペア以内。ただし、開催地ブロックは、4ペア以内 

○一般男子および一般女子の部は技術等級制度 3 級以上の有資格者であること 

○全種別とも公認審判員の資格を有すること(審判ワッペン、イエローカードを携行) 

〇トスはコインで行う。（本部で用意します。） 

 

４．北信越連盟会議報告 

令和 7年度理事長会議 富山県：山口崇和 理事長及び福井康弘 事務局長が出席し、下記の通り、 

開催されました。 

☆ 第１回理事長会議：令和 7年 5 月 24 日（土） 

  会場 武生中央公園庭球場 

 議題 (1) 北信越連盟 今年度の日程について 

    (2) 東日本連盟について 

      （3）日本連盟について 

      （4）その他 

☆ 第 2回理事長会議：令和 7年 8 月 23 日（土） 

  会場 高岡スポーツコアテニスコート 

議題 （１）北信越連盟 今年度の日程について 

    （２）R8 北信越国スポ（長野県） 

    （３）R8 競技者育成プログラム（福井県） 

    （４）北信越連盟表彰規程（案）について 

    （５）その他 

☆ 第 3回理事長会議：令和 7年 11 月 22 日（土） 

  会場 リージョンプラザ上越 会議室 

  (1) 北信越連盟 今後の日程について 

   (2) R8 事業計画 

   (3) 北信越連盟表彰規程（案）について 

   (4) R8 ヨネックスカップ北信越選抜インドア大会の会場について 

   (5) その他 

①R8 競技者育成プログラム step3 の会場について（福井県） 

       ②R8 北信越国民スポーツ大会の開始時間について（長野県） 



 - 9 - 

 

☆ 第 4回理事長会議：令和 8年 1 月 31 日（土） 

  会場 北陸新幹線上越妙高駅西口 フルサット内会議室 

   （1）R8 ヨネックスカップ北信越選抜インドア大会の参加数および試合方法について 

（2）R7 決算報告(案)および R8 予算(案)について 

（3）R8 年度事業計画(案)について 

（4）その他 
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５．協 議 事 項 

（１）令和 7年度事業報告 

 

【 総務部（事務局）】 

  １．日 本 連 盟 関 係    東日本連盟総会，日本連盟評議員会報告を参照 

２．北信越連盟会議    北信越連盟関係会議報告を参照 

  ３．納      会    令和 7年 12 月 14 日（富山地区担当）とやま自遊館 

  ４．理   事   会  第 1 回 令和 7年 12 月 14 日（日）とやま自遊館 

第 2回 令和 8年 2月 22 日（日）富山県民会館 

５．対 外 諸 会 議         

県スポ協関係会議 令和 7年 5月 8日 強化費内示  令和 7年 6月 16 日県スポ協評議委員会 

令和 7年 8月 27 日 国スポ選手選考委員会  令和 7年 11 月 14 日 競技団体ヒアリング 

令和 7年 12 月 10 日 加盟団体懇談会  令和 8年 2月 25 日 普及・強化事業担当者会議 

 

 ６．令和７年度日本スポーツ協会公認ソフトテニスコーチ１養成講習会の開催 

 

【 強化部 】 

１．富山県スポーツ協会強化事業【富山県スポーツ協会経費補助】 

○ 強化スタッフ・選手指定事業（保険加入補助，指定証発行） 

    総監督 １名 

    成年男子 監 督 １名，コーチ １名，選 手 ８名 

成年女子 監 督 １名，コーチ １名，選 手 ８名 

少年男子 監 督 １名，コーチ １名，選 手 ８名 

    少年女子 監 督 １名，コーチ １名，選 手 ８名 

    選手強化対策事業（組織強化補助：100,000 円） 

○ 合宿・遠征事業（競技力向上補助：3,324,000 円） 

○ アドバイザー招聘事業（トレーナー・片岡 淳） 

○ エリートユース事業（競技力向上補助：1,100,000 円）   

２．競技スポーツ振興事業【富山県スポーツ協会経費補助：小学生対象（200,000 円）】 

３．強化部会 

第 1回  日時：令和 7年 5月 18 日（日） 

      会場：高岡スポーツコア サッカー場２階会議室 

     議題：強化費の配分ほか 

   第 2回  日時：令和 8年 3月 8日（日） 

         会場：高岡スポーツコア 管理棟 

        議題：令和 7年度実績報告 令和 8年度強化計画 ほか 

 

【 競技部 】 

※ 令和 7年度の県内大会成績等については富山県ソフトテニス連盟ホームページをご覧下さい。 
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（３）令和 8年度富山県ソフトテニス連盟役員について 
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（４）令和 8年度事業計画（案） 

 Ⅰ．事業方針 

    １．会員登録の促進 

  ２．競技力向上対策事業の実施 

① 全国大会上位入賞のための強化事業 

・強化部長：宮﨑慎吾氏を中心にした強化体制 

・一貫指導体制構築によるジュニア層からの強化 

  中学生の強化 U-14 強化練習会等を開催し強化に努める 

・富山県スポーツ協会等と連携した強化事業の実施 

② 北信越・東日本・全日本大会等の競技大会への派遣 

③ 競技者育成プログラムの推進 

・県内支部・小学生連盟・中体連・高体連・学連との連携 

・(公財)日本ソフトテニス連盟・北信越ソフトテニス連盟との連携 

④ 県内大会でのゼッケン着用の義務化 

 

３．生涯スポーツとしての「ソフトテニス」の普及促進 

①「ソフトテニスの週間」の実施 

② シニア・レディース層の普及・振興 

・ 全日本マスターズ大会への派遣助成 

・ 富山県レディース大会への支援 

・ 全国大会への派遣助成 

③ 中学・高校生の普及と強化 

・ ジュニアオープン大会の開催 

・ 競技者育成プログラムの推進 

・ ゴールドウィン財団助成による中学生及び高校生の普及・強化(助成金額 2,000,000円) 

④ 小学生の普及と強化の促進 

・ 富山県小学生ソフトテニス連盟の活動支援 ジュニア競技者増加対策，強化対策 

・ 全国大会への派遣助成 

⑤ ソフトテニスのアピ－ルと周知 

 ・各種メディアへの積極的なアピールを実施 

 

４．審判等級と技術等級の認定 

①審判部会を中心に審判認定、全国審判委員長会議等への派遣を行う 

②１級審判員を計画的に増員 

③２級審判員更新講習会の開催 

④技術等級の認定及び技術等級検定会の開催 

 

５．広報活動の活性化 

①ホームページの会員各位へのサービスの向上 

②大会記録等のマスコミへの提供 

 

６．その他 

① 財政の健全化 

② 令和８年度日本スポーツ協会公認ソフトテニスコーチ１養成講習会の開催 
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